
 
ユニフォーム型ストラップ 
 
各大学のユニフォーム型ストラップを 
ゲートにて５００円で販売しております！ 
 
大学サッカー公式応援グッズ❤ 
 
ゲートではその他、本大会公式プログラム 
昨年度の全日本大学選手権プログラムなど 
販売しています♪ 
 

ぜひゲートにてお買い求めください！ 

 

JR東日本カップ2015 第89回関東大学サッカー
リーグ戦では２つのイベント開催中です！ぜひお見
逃しなく！！ 
 
＊Welcome イベント 
 １回のご来場につき１スタンプ（当日限り）で、来場回数に応じて

プレゼントや参加抽選権が獲得できる『JUFA のスタンプラリー』。抽

選で当たる応援大学のユニフォームを GET して下さい♪  

 

※今節(第５節)より 

５回スタンププレゼント引き換え開始♪ 
詳しいプレゼント内容・引き換え方法はプログラム販売所まで。お気

軽に係員にお声かけください。 

 

  

開幕から負けなしの日体大と関学大！好調キープなるか 
 
 

JR東日本カップ 2015第 89回関東大学サッカーリーグ戦 ２部星取表 
［2部第４節終了時］ 

 

アシストランキング 

木村 魁人(関学大)  ５アシスト 

仙頭 啓矢(東洋大)    ４アシスト 

金  秀勇(朝鮮大)  ３アシスト 

緋田 優人(拓大)     ３アシスト 

以下２アシスト ７名 

  
  
 

得点ランキング 
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中３日という過密日程の中行われた JR東日本カップ 2015第 89回関

東大学サッカーリーグ戦第４節。 

東海大 Gで行われた拓大対日体大の一戦では、日体大の高井(３年)

が１ゴール１アシストをマークして、首位をキープ。筑波大対東海大の対

戦では後半、東海大が果敢にシュートを放つも決めきることが出来ず、開

幕４連敗という厳しい結果となった。朝鮮大 Gでの関学大対東学大の一

試合は、開始早々に関学大のエース萱沼(４年)が先制点を挙げ、これで

勢いに乗った関学大が、立て続けに得点を決める。対する東芸大も反撃

に出てついに同点に。このまま終了するかと思われたが、アディショナル

タイムに関学大が勝ち越しゴールをあげ、壮絶な打ち合いを制した関学

大が開幕４連勝を飾った。東国大対朝鮮大戦は、両者とも決定力を欠

き、スコアレスドローで勝ち点１を分け合った。東洋大 Gでの青学大対日

大戦は、青学大が先制点を奪い追いつかれるわれるも、その後３得点を 

季初白星を獲得した。続く東洋大対産能大の一戦。産能大が植田(1年)

の 2戦連続ゴー 

 

ルで1点を返すも、仙頭(3年)のハットトリックの活躍により東洋大が勝利。

勝ち点を積み 

 

上げ、上位 2位をピタリと追随する結果となった。 

 

 まもなく中盤に差し掛かる第 5節。ますます熱くなるであろう戦いに注目

したい。 

 

 

挙げ、待望の今季初白星を獲得した。続く東洋大対

産能大の一戦。産能大が植田(１年)の２戦連続ゴール

で１点を返すも、仙頭(３年)のハットトリックの活躍により

東洋大が勝利。勝ち点を積み上げ、上位１位をピタリ

と追随する結果となった。 

まもなく中盤に差し掛かる第５節。ますます熱くなる

であろう戦いに注目したい。 

遊馬 将也(東洋大)  ５点 

仙頭 啓矢(東洋大)  ５点 

 髙井 和馬(日体大)  ４点 

藤井 貴之 (日体大)  ４点 

萱沼 優聖(関学大)  ４点 

北川 柊斗(筑波大)  ４点 

 



4月25日（土）

11:30

東国大G

4月25日（土）

13:50

東国大G

4月26日（日）

11:30

日体大G

３回警告：なし
出場停止：なし
昨年度の対戦:青学大０-１産能大／青学大１-０産能大

　前節、待望の今季初勝利を手にした青学大。日大と対
戦し、前半は一進一退の攻防の中、44分に今季初スタメ
ンとなったMF三田真也（３年）が先制点。後半開始早々
に同点とされたが、３点を奪って突き放した。これまで
の試合と比べ、守備を意識した分、攻撃では決定的な
チャンスが少なくシュート５本で４得点という効率の良
さ。得点力は安定しており、攻撃で主導権を握りたい。
　一方の産能大は前節、東洋大に１－４で敗れた。FW越
智大和（2年）を中盤に下げて攻撃のバリエーションを増
やし、シュート数は相手を上回る20本を放ったが、１点
にとどまった。続く23日には延期となっていた筑波大戦
を戦い、５失点を喫して１－５で敗れてしまった。前半
だけで３点を奪われ力の差を見せつけられた。毎試合１
得点は記録しているが、失点の多さが課題だ。

東京国際大学 VS 東京学芸大学
　前節は朝鮮大と０－０で勝点１にとどまった東国大。
２連勝のあと２試合連続無得点と、ややペースダウンし
ている。今季は「自分たちから仕掛けていくサッカー」
（前田秀樹監督）を志向しているという言葉通り、前半
は攻め込みながら、相手GKの好守やゴールポストに当た
るなどで得点はならなかった。一方で守備は４試合中３
試合が無失点と好調。今季の戦い方を徐々に形にした
い。
　一方東学大の前節は４－５という激しい試合。０－３
から追い付き、一度は勝ち越したがすぐに追い付かれ、
後半アディショナルタイムに決勝点を許した。関学大攻
撃陣への対応としてDFラインに５人を置いたが、２分に
ミス絡みで失点するとズルズルと３失点。ただし、「開
き直れた」（檜山康監督）ことで４得点できたこと、攻
撃のリズムをつかんだことは今後に向けて光明だ。

青山学院大学 VS 産業能率大学

３回警告：なし
出場停止：なし
昨年度の対戦：なし

３回警告：なし
出場停止：なし
昨年度の対戦：なし

関東学院大学 VS 朝鮮大学校
　４連勝の関学大だが、前節の東学大戦は５－４という
乱打戦。３連勝後の第４節で３－０から追い付かれるド
ローを経験した昨季と同じ展開となったが、追い付かれ
た直後に勝ち越し、再度同点とされたが90＋２分に決勝
点を奪った。「押し込まれるとこうなることがよくわ
かった試合だった」と石村大監督。勝ち切ったのは成長
だが、押し込まれた時の対応、セットプレーの守備は課
題だ。
　一方の朝鮮大は前節、東国大とスコアレスドロー。４
試合中３試合で引き分けと、なかなか勝ち切れない。し
かし、ここまで毎試合大量失点を喫していただけに「強
い相手を無失点に抑えたことは、自信にもなるし次につ
ながる」（金載東監督）。前半は何度もピンチがあった
が、GK李在根（４年）を中心に守り切った。関学大の強
力な攻撃陣を抑え、積極的に攻撃を仕掛けていきたい。

萱沼優聖（関学大・FW・４年） 

 試合開始すぐに先制点を取れ、良い入り方
が出来た。後半は相手に押し込まれる苦しい

時間帯が何度かあり、両チームとも打ち合い

という結果になってしまった。それでも自分達

が最後決めきって勝利できたことは大きかっ

た。開幕４連勝なので次も勝点３を取りたい。

個人としても点を取って勝利したい。 

韓勇太（朝鮮大・FW・１年） 

 ディフェンスが無失点という結果で仕事を
してくれた中、チャンスもありながらものにで

きなかった自分がいたので、次節はチーム

の為にも自分の力強さを生かして大量得点

をあげたいと思います。 

進昂平（東国大・FW・２年） 
 均衡した試合の中でDF陣が０に抑えたが、

攻撃陣が点を取れなかったので次は取れる

ようにしっかり準備します。ホームで東学大と

の試合なので応援してくれているサポーター

の為にしっかり勝ち点３を掴みたいです。 

安藤裕麻（東学大・DF・４年） 

 ３失点した時点で終わったと思った人もいたと思う

が、前節の敗戦を経て強い気持ちを持ってチャレンジ

し続けた結果、今回のような試合展開にすることがで

きた。個人としては、良い時間帯に貴重な２ゴールを

取ることができてよかった。選手も応援してくれている

みんなも一丸となって良い雰囲気になっていただけに

勝ちきれず、とても悔しい。ミスを無くして、思い切りよ

く自信を持ってリスクを負ってでもどんどん攻撃に参

加して、まだ無敗の東国大から勝ち点３を奪いたい。 

三田真也 (青学大・MF・３年） 

 ３試合なかなか勝つことができなかったので、
全員で一丸となって勝てたことが嬉しい。ニアに

走った時に、届かないだろうなと思いつつ足を

出したらつま先に当たって、ゴールを決めること

ができたので、ラッキーだった。青学大の勝負

はここからなので、自分がもっとたくさん点を

取って、チームに貢献できればいいと思う。 

浜下瑛（産能大・MF・２年） 

 今節(延期分の第３節)も早い時間に失点し

てしまい、修正することができず失点を重ねて

しまい、ペースを作ることが出来なかった。課

題を修正して次節こそ勝ち点を取れるように

頑張ります。 

4月26日（日）

13:50

日体大G

4月26日（日）

11:30

東洋大G

4月26日（日）

13:50

　東洋大G

３回警告：なし
出場停止：なし
昨年度の対戦：東洋大０-１日大／東洋大２-０日大

東洋大学 VS 日本大学

筑波大学 VS 日本体育大学

３回警告：なし
出場停止：なし
昨年度の対戦：なし

拓殖大学 VS 東海大学

　東海大に２－１で勝利し、２勝目を挙げた筑波大。ま
た延期となっていた産能大戦が23日に行われ、５－１と
大勝した。東海大戦は、前半から試合を優位に進めなが
ら後半はカウンターのロングボールからDFラインとGKの
間を突かれ、守備面に課題を残したが、産能大戦では攻
撃で優位に立ち、前半だけで３得点。FW北川柊斗（2年）
のハットトリックの活躍も今後に向けて光明だ。
　対する日体大は前節、拓大に先行され厳しいプレスに
あって苦しい試合展開となったが、64分に相手DFが退場
したことで数的優位となり、86分に決勝点を奪って４連
勝を飾った。シュート数も上回られたが、今季は少なく
とも１点は取れるという自信が余裕をもたらしている。
前半終了間際に追い付いたことも大きい。１部常連校
だった筑波大との対戦は、真価が問われる一つ目の山
だ。

　連勝で３位をキープしている東洋大。前節は産能大と
対戦し、４－１で快勝した。どちらかといえばスロース
タートの東洋大だが、この日は前半からペースを握って
２得点。後半開始早々に１失点を喫したものの、すぐに
追加点を奪って相手に流れを与えなかった。MF仙頭啓矢
（３年）が３得点１アシストと全得点に絡む活躍。攻守
とも好調で、全勝中の上位２チームを追う。
　一方の日大は前節、青学大に１－４で敗れた。ここま
で１試合での失点は少なかったが、青学大にはシュート
５本で４点を奪われた。前半は試合を優位に進めていた
ものの、44分にワンチャンスを決められ先制を許すと、
後半開始早々に追い付きながら４分後に失点し、流れを
相手に渡してしまった。今節も得点力のある東洋大が相
手だけに、守備面を再度見直して挑みたい。

　惜しい試合を演じながら初勝利を逃している拓大。前
節は全勝中の日体大に対し、5分に先制点を奪いながら41
分に失点、後半は64分に退場者を出し、守り切れず86分
に勝ち越し点を許した。「悲観する内容ではなかった」
と玉井朗監督が言うように、攻撃では積極的なプレスか
らチャンスをつくったが後半は運動量が落ちた。終了間
際の失点は課題だ。今は我慢の時と言えるだろう。
　その東海大は前節、筑波大に１－２で敗れた。現在４
連敗と結果につながっていないが、筑波大戦では相手GK
とDFラインの間をうまく突き、シュートも11本を放っ
た。前半は筑波大に攻め込まれ、６分に先制点を許した
ものの、その後は得点を許さず接戦に持ち込んだ。85分
の失点は悔やまれるが、後藤太郎監督が「改善点が見え
た」と言うように次へつながる一戦だったと言える。

３回警告：なし
出場停止：新山祐弥(拓大)
昨年度の対戦：なし

北川柊斗（筑波大・FW・２年） 

 前半のチャンスを決めていたらもっと楽に試
合を進められたと思うが、大量得点で勝つこと

が出来て良かった。シュートチャンスが多く、３

ゴール決めることができたのは良かったが外

す場面も多かったので精度を上げていきたい。

４連勝中の日体大戦は山場になると思うので

しっかりと勝利を掴み取りたい。 

高井和馬（日体大・MF・３年） 
 立ち上がりがうまくいかず自分達のペースを

作ることが出来なかったが、後半からは良く

なってきてこういう厳しい試合を勝ちきれたの

は良かったと思う。立ち上がりから自分達の

サッカーができるようにしたい。 

小野瀬恵亮（拓大・FW・３年） 
 早い時間に先制ができて流れは良かったの

ですが、逆転されてしまいました。そこが弱さ

だと思います。次は勝ちにつながる得点がで

きるように頑張ります。 
 

溝口晃大（東海大・MF・３年） 
 引き分けに出来た試合を落としてしまったこ

とがとても悔しい。守備も安定していて、点が

取れる雰囲気もあったので、そこは継続して

頑張りたい。今、４連敗という状況で勝つしか

ないのでしっかり準備して次の試合に挑みた

い。 

小島正之介(東洋大・FW・４年) 
 今日は、勝ちきれて良かった。 

 後半は上位校との試合を控えて、下位校との

試合は勝ち点を落とさないようにしっかり勝ちた

かったので勝てて良かった。チーム一丸となっ

てハードワークして戦えたのでこれを引き続き

続けて次もまた勝てるように頑張っていきたい。 

山口駿（日大・DF・４年） 
  前半残り少ない時間帯で失点したのが痛

かった。後半、始まってすぐ点はとれたが、ま

たすぐに失点してしまったところに自分たちの

甘さが出たと思う。 東洋大は上位を走ってい

るチームだが、そのような強いチームにも勝て

るような準備をしていきたい。そして、しっかり

勝ち点３を取りに行きたい。 


